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第21回 大学・専門学校訪問研修会報告
PTA活動紹介
　高松東高校、観音寺中央高校
高Ｐ連会長のコラム
PTA NEWS（携帯電話・スマートフォン等の利用に関する調査より）
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平成27年度 主要行事予定案
第58回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会香川大会
全国規模の大会で優秀な成果を収めた生徒の表彰
高校生総合保障制度
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爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
17

日
（
金
）
・
18
日
（
土
）
、
県
下
高
等
学

校
か
ら
保
護
者
・
教
職
員
等
58
名
の
参
加

を
得
て
、
今
回
は
京
都
の
大
学
（
校
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
京
都
の
名
刹
に
囲
ま
れ
た
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
と
は
異
な
る
趣
を
持
ち
、
草
津
市
の

数
々
の
芸
術
文
化
施
設
や
企
業
の
研
究
施

設
が
集
ま
る
文
教
地
区
に
位
置
し
た
こ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
40
近
く
あ
る
様
々
な
施

設
と
最
新
鋭
の
設
備
、
複
数
の
グ
ラ
ン
ド

や
ス
タ
ジ
ア
ム
を
備
え
、
ま
る
で
大
学
が

一
つ
の
都
市
で
あ
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

　
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
施
設
見
学
を

し
な
が
ら
、
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、
留
学

制
度
、
授
業
選
択
、
就
職
活
動
な
ど
の
話

を
聞
き
、
学
食
で
は
メ
ニ
ュ
ー
豊
富
な
昼

食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
香
川
県
出
身
の
入
試
広
報
課

の
方
の
お
話
は
参
加
者
に
と
っ
て
大
き
な

収
穫
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
学
生
数
３
万
人
を
超
え
る
マ
ン
モ
ス
大

学
で
あ
り
な
が
ら
社
会
（
企
業
）
に
と
っ

て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
育
成
に
き
め
細
や

か
に
対
応
し
て
い
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

『
大
学
の
基
本
は
自
分
で
迷
い
、
決
め
て

い
く
こ
と
。
こ
れ
は
社
会
で
の
基
本
で
あ

る
。
』
『
大
事
な
こ
と
は
学
校
生
活
か
ら

離
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
大
学
も

社
会
も
組
織
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
組
織

の
中
で
自
分
を
確
立
し
て
い
け
な
け
れ
ば
、

将
来
の
自
己
実
現
も
難
し
い
。
』
高
校
ま

で
と
大
学
入
学
後
の
違
い
や
、
入
学
前
に

既
に
卒
業
後
を
見
据
え
た
選
択
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
が
よ
く
分
か
り
、
学
生
に

対
す
る
熱
意
に
溢
れ
た
話
に
引
き
込
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
す
ぐ
に
伝
え
ら
れ
る
意
味

深
い
内
容
で
し
た
。

　
同
志
社
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
物

で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
や
礼
拝
堂
な
ど
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建

物
が
５
棟
も
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
歴
史

と
伝
統
を
感
じ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
空
気
を
漂

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
担
当
者
か
ら
、
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
す
る
国
際
人
の
育
成
を
目
指
す
と
い

う
理
念
や
、
そ
の
こ
と
に
対
応
す
る
た
め

の
充
実
し
た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
に

つ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
都
合
が

悪
く
な
り
、
残
念

な
が
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い

申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
学
生

と
の
交
流
が
あ
ま

り
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
由
散

策
の
中
で
、
各
々

話
し
か
け
ら
れ
た

様
子
で
し
た
。

　
佛
教
大
学
は
、
教
育
と
医
療
の
分
野
に

特
化
し
た
１
０
０
年
余
の
歴
史
を
持
つ
大

学
で
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に

京
都
ら
し
い
は
ん
な
り
し
た
空
気
感
が
漂

い
、
全
体
的
に
落
ち
着
い
た
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

　
１
年
生
の
段
階
で
進
路
を
決
め
、
目
標

を
定
め
て
そ
の
た
め
の
資
格
取
得
に
向
け

た
対
策
講
座
や
個
別
指
導
の
充
実
、
ま
た

併
設
す
る
通
信
教
育
課
程
を
利
用
す
れ
ば

取
得
で
き
る
資
格
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
き

め
細
か
い
サ
ポ
ー

ト
が
特
徴
で
し
た
。

目
的
意
識
の
強
い

学
生
が
多
い
印
象

を
受
け
、
総
合
大

学
に
は
な
い
独
自

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
っ
て
教

育
に
取
り
組
む
大

学
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
料
理
の
本
場
・
京
都
で
学
び
、
「
専
門

力
」
を
身
に
つ
け
る
学
校
。
１
ク
ラ
ス
約

30
人
の
小
人
数
制
指
導
を
実
施
し
、
一
人

の
講
師
が
指
導
か
ら
成
績
評
価
ま
で
責
任

を
も
っ
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

適
切
か
つ
手
厚
い
個
人
指
導
に
よ
り
実
践

力
が
養
わ
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
新
プ
ロ
仕
様
の
設
備
機
器
の
充
実
性

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
で

実
習
す
る
こ
と
に
よ
り
卒
業
後
は
ど
ん
な

現
場
に
も
戸
惑
う
こ
と
な
く
即
戦
力
と
し

て
活
躍
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界
や
各
業

界
で
活
躍
中
の
お
も
て
な
し
の
達
人
を
招

き
、
特
別
授
業
を
行
う
な
ど
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
精
神
を
学
べ
る
と
い
う
人
材
育
成

に
も
万
全
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
。

　
講
師
自
身
も
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
自
ら
も
挑
戦
し
続

け
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

第21回 大学・専門学校訪問研修会　　　報告京都
方面

立
命
館
大
学

同
志
社
大
学
（
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

佛
教
大
学

京
都
調
理
師
専
門
学
校

（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
）

集合写真（立命館大学）
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本
校
は
、
明
治
41
年

に
開
校
し
、
平
成
30
年

に
創
立
１
１
０
周
年
を

迎
え
る
県
内
有
数
の
伝

統
校
で
す
。
新
川
の
穏

や
か
な
流
れ
に
寄
り
添

う
よ
う
に
本
校
は
建
ち

並
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
３
月
の
新
校

舎
完
成
に
向
け
て
、
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
校
は
人
間
力
向
上
を
柱
に
置
い
て
、
特
に

「
阿
蘇
富
士
（
あ
そ
ふ
じ
）
教
育
（
挨
拶
・
掃

除
・
服
装
・
時
間
）
」
に
力
を
入
れ
、
地
域
と

共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
地
元
の
方

た
ち
と
交
流
す
る
行
事
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
年
３
月
上
旬
に
、
本
校
周
辺
と
新
川
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
や
部
活
動

に
所
属
す
る
２
０
０
名
以
上
の
生
徒
た
ち
が
、

地
元
の
方
た
ち
と
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
す
。
通
学
路

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
た
ち
へ

の
感
謝
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
12
月
に
は
生
徒
会
主
催
の
「
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
か
れ
ま
す
。
近
隣
の
児

童
た
ち
を
招
き
、
交
流
を
深
め
る
企
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
会
の
出
し
も
の
、
新
体
操
部
、

吹
奏
楽
部
、
合
唱
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
図

書
委
員
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
が
行
わ
れ
、
小
さ

い
お
客
さ
ま
を
も
て
な
し
ま
す
。
今
回
初
め
て

の
企
画
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
児
童
た
ち
と
簡
単

な
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て

は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
き
、
動
植
物
や
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の
作
品
作

り
の
手
ほ
ど
き
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
温
か
い

飲
み
物
で
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
校
独
自
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
こ
れ

と
い
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
他

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
聞
く
に
つ
け
、
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
い
、
先
生
方
と
も
親
睦
を
深
め
る

良
い
機
会
だ
と
感
じ
、
よ
う
や
く
今
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
文
化
祭
バ
ザ
ー
参
加
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
間
近
で

見
て
い
る
と
、
私
た
ち
大
人
が
知
ら
な
い
間
に

成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
さ

り
げ
な
く
お
年
寄
り
の
手
を
引
き
横
断
歩
道
を

渡
る
姿
。
登
下
校
中
に
率
先
し
て
挨
拶
す
る
姿
。

学
童
保
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
子
ど
も
の

目
線
ま
で
下
が
り
触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
校
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
に
思
い
や
り
を
持
っ
た
優
し
い
成
長

を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
を
得
ら
れ
た
と
喜

ん
で
い
ま
す
。

　
観
音
寺
中
央
高
校
は
、

各
学
年
５
ク
ラ
ス
、
計

15
ク
ラ
ス
の
総
合
学
科

の
高
校
で
す
。
子
ど
も

達
の
進
路
希
望
や
適
性

に
応
じ
て
系
列
ご
と
に
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
地
域
と
結
び
つ
い
た
活
動
が
盛
ん

で
す
。
例
え
ば
食
物
系
列
で
は
、
和
・
洋
・
中

の
調
理
実
習
の
成
果
を
地
元
の
方
々
に
披
露
す

る
機
会
が
折
々
に
あ
り
ま
す
。
文
化
祭
で
は
バ

ザ
ー
会
場
で
子
ど
も
達
が
作
っ
た
料
理
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
長
月
弁
当

は
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
見
る
楽
し
み
も
与
え

て
く
れ
る
一
品
で
す
。
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た

観
音
寺
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
手
作
り
の
焼
菓
子

１
０
０
セ
ッ
ト
が
わ
ず
か
30
分
で
完
売
す
る
な

ど
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　
商
業
系
列
で
は
地
域
活
性
化
の
た
め
に
商
工

会
の
方
と
共
に
街
を
飾
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
準
備
に
参
加
し
た
り
、
商
店
街
で
「
真
狩
村

フ
ェ
ア
」
と
題
し
、
北
海
道
の
真
狩
村
か
ら
仕

入
れ
た
ジ
ャ
ガ
芋
な
ど
の
商
品
を
販
売
す
る
と

い
う
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
を
必
要
と
し
て
い

る
世
界
の
子
ど
も
達
に
届
け
る
活
動
や
、
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
作
成
な
ど
国
際
理
解
や
環
境

保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
将
来
、
地
元
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
こ
と

は
保
護
者
と
し
て
も
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
学
校
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
委
員
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
指
導
委
員
会
で
は
地
域
の
祭
り
の
補
導
に

先
生
方
と
一
緒
に
回
り
ま
す
。
研
修
委
員
会
で

は
各
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
文
化
活
動
委

員
会
で
は
文
化
祭
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
展
と
し
て
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
厚
生
委
員
会
で
は
学
校
保

健
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
学
校
と
保
護
者
と
の
協
力
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
学
校

行
事
に
参
加
で
き
る
機
会
を
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達
の
成
長
の
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
共
に
考
え
、
連
携
を
取

り
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

真狩村フェア

クリスマスイベント

初めてのPTAバザー

中央祭バザー会場

長月弁当
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家庭で決めた使用に関するルール
※自分の「スマホ・ゲーム機など」を「持っている」と回答した児童生徒に対する割合

※自分の「スマホ・ゲーム機など」を「持っている」と回答した児童生徒に対する割合

※自分の「スマホ・ゲーム機など」を「持っている」と回答した児童生徒に対する割合

1日の使用時間

複数回答

ルールなし
16.4%
（295人）

利用時間に関するルール

学校に持っていかないというルール

知らない人に連絡しないというルール

書込みに関するルール

利用料金に関するルール

利用場所に関するルール

その他のルール

・何もルールがないまま、自分の「スマホ・ゲーム機など」を所持しているケースが小学生（4～6年）でもみられます。
・ルールを決めていても「時間を決めて使う」、「不適切な書込みをしない」、「知らない人に連絡しない」など、ぜひ
　決めて欲しいルールの設定状況はまだ十分ではないといえます。

・学年が上がるにつれて利用時間が増える傾向にあります。
・家庭で決めた使用に関するルールの設定率が最も低い高校生は、半数近くが1日に3時間以上、「スマホ・
　ゲーム機など」を使用しています。
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ルールあり
83.6%

（1,508人）

ルールあり
68.9%

（1,307人）

ルールあり
38.2%
（362人）

ルールなし
31.1%
（589人） ルールなし

61.8%
（586人）

小学生
（1,803人）

中学生
（1,896人）

高校生
（948人）
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（%）

0 10 20 30 40 50 60
（%）

56.4%（1,016人）

55.7%（1,004人）

40.9%（737人）

33.7%（607人）

12.1%（218人）

9.5%（172人）

15.6%（282人）

50.3%（907人） 35.8%（646人） 13.2%（238人）0.7%（12人）

30.6%（581人）

11.4%（108人）

44.8%（849人） 24.2%（459人）

43.2%（410人） 45.4%（430人）

1時間未満

小学生
（1,803人）

中学生
（1,896人）

高校生
（948人）

30.4%（576人）

43.0%（816人）

28.6%（543人）

24.8%（471人）

11.3%（214人）

11.1%（210人）

11.6%（220人）

8.5%（81人）

1.4%（13人）

11.7%（111人）

10.3%（98人）

14.8%（140人）

4.5%（43人）

6.6%（63人）

使用に当たっての悩みや心配事

ネット安全利用教室窓口（平成26年11月1日）

複数回答

悩みなし
74.5%

（1,343人）

悩みなし
59.6%

（1,130人）

悩みなし
55.9%
（530人）

勉強に集中できない

返事がないと不安

寝不足

やりとりを終わらせることができない

すぐに返事をしなければならない

悪口が書かれてないか心配

使わないとイライラしたりくらい気持ちになる

その他

・最も多い回答は「勉強に集中できない」といった学習に関する悩みです。
・学年が上がるほど「返事がこないと不安」、「やりとりを終わらせることができない」といったコミュニケーション
　上の悩みも増加しています。利用時間と密接な関係があると考えられます。

香川県教育委員会生涯学習・文化財課
「『さぬきっ子安全安心ネット指導員』
による啓発活動」

小・中・高等学校
PTA等の保護者
（おおむね10名以上）

土、日、祝日や
夜間可能 蕁087-832-3773

機関・団体名「事業名」 実施対象 実施可能日等 電話番号
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悩みあり
25.5%
（460人）

悩みあり
40.4%
（766人）

悩みあり
44.1%
（418人）

小学生
（1,803人）

中学生
（1,896人）

高校生
（948人）

10.3%（185人）

5.0%（90人）

7.2%（129人）

4.5%（82人）

4.5%（82人）

3.7%（66人）

4.9%（89人）

0.8%（15人）
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16.2%（307人）

9.6%（182人）

13.0%（247人）

12.5%（237人）

10.1%（191人）

5.7%（108人）

6.1%（116人）

1.2%（22人）

0 5 10 15 20
（%）

19.9%（189人）

14.3%（136人）

13.3%（126人）

12.7%（120人）

9.7%（92人）

6.8%（64人）

5.8%（55人）

0.6%（6人）

0 20 40 60 80 100
（%）

0.4%（7人）

1時間以上3時間未満 3時間以上 無回答

情報通信交流館（e-とぴあ・かがわ）
「情報モラルセキュリティー学習」

小学5年生以上、中学生、高校生、
大人（保護者、教員等）
最低20名以上

月曜日を除く 蕁087-822-0111

e-ネットキャラバン
「e-ネット安心講座」

小学5年生以上、中学生、高校生、
大人（保護者、教員等）
最低15名以上

土、日、祝日や
夜間は早期相談

蕁03-5403-1090

香川県県民活動・男女共同参画課
「ケータイ出前講座」

大人（保護者、教員等）
10名以上の営利を目的
としない集会や会合

土、日、祝日や
夜間可能 蕁087-832-3196

平成26年7月実施携帯電話・スマートフォン等の利用等に関する調査について
県教育委員会より

～高P連会長からのお願い～
蘆家の人と決めた使用のルールを守りましょう。
蘆自分も他の人も傷つけない使い方をしましょう。

（抜粋）

高P連会長の

阪神淡路大震災から20年

　阪神大震災では、家屋に閉じ込められて助かった約16万
4000人のうち、自力脱出が8割近い約12万9000人、家族や隣
人、友人らに救出されたのが16.5％に当たる約2万7100人、消
防、警察、自衛隊など公的機関による救出は5％未満の約
7900人というデ－タがあります。時間との闘いという面もあ
りますが、過去の大災害でもほぼ同じ傾向と言われています。
昨年11月の長野県北部の地震でも、近隣住民の助け合いによ
って死者が出ませんでした。「自助」「共助」が防災の基本
であることを心しなければなりません。
　南海トラフ巨大地震は、東日本大震災を上回る被害が想定
されています。常に備えを怠ってはなりません。さらに、地
震国であり、阪神大震災、東日本大震災を体験した日本は、
防災先進国としての役割が世界から期待されています。ボラ
ンティア元年と呼ばれた1995年の熱い思いを我々世代は若い
世代に伝え継承していかなくてはなりません。防災教育をは
じめ当時の報道をみたり語り部の話を聞いたりして災害の記
憶を風化させない活動を続ける必要があります。
　「都市が大破壊したのは、すべて震度7のせいなのか。そ
れは日本の都市全体の問いかもしれない。ここには無限のデ
ータ、教訓が埋蔵されている。」震災1ケ月後、地元の神戸
新聞に書かれていました。
　私たちは、無限のデータを生かし切っているのだろうか。
対策は「あの時」より進んでいたのだろうか。
　今からでも遅くありません。いつでも何度でも振り返り、
命について考え、命を守ることの今後に繋げていきたいと感
じています。

　6千人を超す命を奪った阪神淡路大震災から今年で20年が
経ちました。各地では追悼行事が行われ、「あの時」を振り
返るニュ－スに釘付けになりました。
　今や神戸市民の4割を超える人々が震災を知らない世代と
なり、街は整備され復興しています。しかし、命を守ること
はできたけれど生業を変えざるを得なかった人々、今なお金
銭的な負担を負い続けている人々が多くいます。借上復興住
宅については行政の財政負担が大きく、住替えを余技なくさ
れている人々もおり、その多くが高齢者で、健康面での心配
や20年の間に築いてきた近隣との絆が途絶えてしまうことを
大変不安に感じているそうです。
　人々の記憶が風化してしまわないように、また震災を知ら
ない世代に残していくために街の定点観測を続けている活動
や、大人になった震災児たちが、東日本大震災の遺児たちを
支援する姿もニュ－スで紹介されていました。
　一方、震災の頃生まれた子どもたちが成人式を迎えました。
被災地の成人式で「あの時のことは覚えていませんが、母が
自分の上に被さって守ってくれたから今の自分がいるので
す。」「今こうして生きていられる事に感謝して、これから
は人の役に立つ仕事に就きたいです。」
　とインタビュ－に答える新成人が印象的でした。
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平成27年度  主要行事予定案
第57回中国・四国地区
高等学校PTA連合会大会

岡山
大会

●期　日　平成27年7月10日（金）
●会　場　岡山市民会館（岡山市）

５月28日（木）

８月19日（水）
　～21日（金）

２月19日（金）

10月16日（金）
　・17日（土）

７月28日（火）

７月10日（金）

６月10日（水）

●第１回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　　第３回準備委員会

●第65回全国高Ｐ連大会岩手大会

●第22回大学・専門学校訪問研修会

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　　第２回実行委員会

●第３回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

●第58回中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会
　　第１回実行委員会

●第２回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

●PTA会長等研修講演会
　　　講師：ネッツトヨタ南国　取締役相談役
　　　　　　横田英毅氏

●第57回中国・四国地区高Ｐ連大会岡山大会

●PTA活動推進功労者表彰式・高Ｐ連総会　並びに
　　教育振興会定時評議員会

第65回全国
高等学校PTA連合会大会

岩手
大会

●期　日　平成27年8月19日（水）～21日（金）
●会　場　岩手産業文化センター
　　　　　他6会場（盛岡市、滝沢市）

第22回
大学・専門学校訪問研修会

大阪
方面

●期　日　平成27年10月16日（金）・17日（土）
●訪問先　未定（大阪府下の大学・専門学校）

平成28年7月　第58回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会 香川大会 開催

●期　日　平成28年7月15日（金）
●会　場　アルファあなぶきホール　大ホール
●参加者　中国・四国地区高等学校PTA会員　約1,800名

　平成28年度に中国・四国地区高Ｐ連大会香川大会が開
催されます。26年７月に準備委員会を立ち上げ、基本的
な案を提示して承認を得た内容を踏襲するとともに、27
年の岡山大会には委員による視察も行い、実行委員会へ
移行して本格的な準備態勢に入る予定です。
　会員の皆様のご協力ご支援よろしくお願いします。

　大会の趣旨に基づき、中国・四国地区高Ｐ連の会員の方々に「香川らし
さ」をアピールするにふさわしい「大会テーマ」を現在募集中です。
ご応募が未だの学校は、期限までによろしくお願いします。

「大会テーマ」を募集中!!
（各校より1点）

香川県高等学校PTA連合会推薦

高 校 生 総 合 保 障 制 度
̶ご加入手続きのご案内̶

パンフレット配布スケジュール

制度引受保険会社

高松支店
香川県高松市紺屋町9-6
高松大同生命ビル5F

TEL.087-821-8031

在校生は、終業式または始業式など、新入学生は、
合格者召集日などで配布されます。

募集締切 平成27年4月17日（金）

補償開始 平成27年4月20日（月）より1年間
※卒業まで自動継続

この封筒が目印です！

全国規模の大会で
優秀な成果を収めた生徒の表彰
一般財団法人香川県高等学校教育振興会公益目的事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助成事業）
（平成26年4月1日～平成27年1月31日現在）

お め で と う ご ざ い ま す ！

高松工芸高校デザイン科２年
成行花奈さん

全国最優秀賞

〈平成26年度全国地域安全運動向けポスターの部〉

高松工芸高校デザイン科２年
中條朱理さん

全国最優秀賞

〈平成26年度全国地域安全運動向け標語の部〉

※事務局では交通・宿泊の手配はいたしません。

※事務局では「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画、
　ご案内いたします。

※訪問先は8月中旬までに決定。決定次第ご案内いたします。

＊香川大会実行委員会は必要に応じて開催する予定です。

（12月1日各校宛てメール配信）
※詳細は「大会テーマ」募集要領をご覧ください。

募集期間 平成26年12月1日～平成27年3月20日




